[image: image2.png]@tED

6 OFR WMECOEBEFCEDSOY)
@ @ER REOELE)

’% Y ,uf OBk
o
«

BEE2 BOEDOPHREOBEE)



日本の食文化を見直してみませんか？
今日は、私たちの食文化について学習をしました。
日本は外国とは違う独自の食文化を持っています。
日頃あまり意識することが少ないことかもしれませんが、子どもたちにはしっかりと正しいことを伝えていきたいものです。
今日の学習をきっかけに、ご家庭でも日本の食文化を見直してみませんか？
★配膳の基本スタイル（家庭編）
　基本となる配膳図は、きちんと覚えておきたいものです。
　和食の「一汁三菜」にのっとったもので、基本は下の絵の通りです。品数や使用する食品によっては例外もありますが、この絵がすべての基本形と覚えておきましょう。

★箸の持ち方
　箸を正しく持つことは、基本的なマナーの一つです。
　箸をきちんと持つことができない大人が増えている中で、幼児期から基本的な持ち方を身に付けることは、とても大切です。
　家庭では、健康に生活するための食習慣とマナーが身に付くように、日々の食事を通して働きかけていきましょう。
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★間違った箸の持ち方
　◇握り箸：２本の箸をギュッと握る持ち方。箸として機能しません。
　◇ペン箸：薬指を使わない、鉛筆の持ち方。箸先がほとんど開きません。
　◇人指箸：人指し指を使わずに、指を箸から浮かした持ち方。
　◇交差箸：箸先が交差する持ち方。箸先が揃わず、食べ物がつまめない。
保護者の皆さんも自分の持ち方を確認してみましょう。
親子で正しい箸の持ち方ができると素敵ですね！
主食（ごはん）


汁物


主菜（焼き物など主になるおかず）


副菜（煮物など）


副菜（酢の物やあえ物、漬物など）
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箸先は１㎝程度出します








